
新潟大学 人を対象とする研究等倫理審査委員会 オプトアウト書式 

 

①研究課題名 歯列交換期の学童における歯列状態・口腔機能と体格・身体機能の

関係についての研究 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

2015 年から、兵庫県たつの市御津小学校において歯科検診並びに体格・体力測定の全ての項目

を受けた学童のうち、歯列交換期に当たる 4−6 年生 

 

③概要 

学童期における乳歯列から永久歯列への交換が順調になされることは、生涯を通じて健全な口腔機

能を維持する上で非常に重要です。この時期に乳歯晩期残存や永久歯萌出遅延などの交換期障害が

生じることで永久歯列不正の原因となりますが、その原因は明らかではありません。今回私たちは、

歯列交換期の学童を対象とし歯科検診と体格・体力測定のデータを分析することにより、歯列状

態・口腔機能と体格・身体機能との関連を明らかにするために本研究を計画しました。 

 

④申請番号          2018-0034 

⑤研究の目的・意義 学校歯科保健の現場において適切な指導や治療介入が行うための

基礎資料を提供することである。 

⑥研究期間 倫理審査承認後から 2026 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

歯科検診と体力測定時に採取したデータを利用します。使用するデ

ータは個人が特定されないように匿名化を行い、研究に使用しま

す。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用される場合があ

りますが、名前など個人が特定できるような情報が公表されること

はありません。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

歯科検診のデータ（歯列状態、咀嚼能力、アンケート）、体格・体

力測定のデータ（年齢、身長、体重、握力、最大歩行速度） 

⑨利用の範囲 新潟大学医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野 

○10 試料・情報の管理について

責任を有する者 

新潟大学医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野  

教授 小野高裕 

○11 お問い合わせ先 新潟大学医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野  

教授 小野高裕 ono@dent.niigata-u.ac.jp 

 

 

 

 

 


